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※【
協
賛
者
ご
芳
名
帳
】

 

（
9
月
27
日
現
在
）

・
夷
隅
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
高
津
装
飾
美
術
株
式
会
社

・
学
校
法
人
盛
本
学
園

・
千
葉
県
街
商
協
同
組
合　

外
房
支
部

　

『
第
41
回
大
多
喜
お
城
ま
つ
り
』

は
、
多
く
の
観
客
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
祭
当

日
は
、
前
日
か
ら
の
断
続
的
な
雨

で
、
会
場
に
は
水
た
ま
り
が
あ
り
ま

し
た
が
、
実
行
委
員
と
役
場
職
員
の

懸
命
な
作
業
に
よ
り
、
一
部
内
容
を

変
更
し
て
午
前
11
時
か
ら
開
会
し
ま

し
た
。
心
配
さ
れ
ま
し
た
天
気
も
見

事
に
回
復
し
、
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ

の
下
、
本
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

大
多
喜
お
城
ま
つ
り
実
行
委
員

会
主
催
と
な
っ
て
2
年
目
の
お
城

ま
つ
り
は
、「
新
し
い
大
多
喜
町
の

創
造
と
活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
社
会
環
境
の

変
遷
に
よ
り
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
住

民
の
連
帯
感
を
醸
成
し
町
の
発
展

に
寄
与
す
る
」
と
い
う
本
来
の
目

的
の
達
成
に
一
歩
、
前
進
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
開
催

に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
と
ご
支
援
戴
き
ま
し
た
協
賛
企

業
の
皆
様
、
関
係
諸
団
体
の
皆

様
、
そ
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

大
多
喜
お
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

委
員
長　

平
林　

昇

　沿道からの声援も
大きく、故郷に錦を
飾ったような感じ
で、とても嬉しかっ
たです。
　僕が大多喜高校に
通っていた時より、
街並みが城下町の色
が強くなり、町の皆
さんの力を感じまし
た。
　僕もテレビ番組で
はたびたび名産品を
紹介しています。こ
れからも、みんなで
町を元気にしていき
ましょう！！

渡辺正行さん

１.大多喜城を出発　２.bay fmDJ小島嵩弘さん　３.神輿の渡御　４.大多喜小少女
武者隊　５.手作り甲冑隊　６.西小少年武者隊　７.姫様隊　８.大多喜小グラウン
ドには雨対策のビニールシートが　９.渡辺正行さんのあいさつにこぼれる笑顔　
１０.小気味いいリズムの踊り　１１.石畳に照らされる光アート

⑨

⑩⑪
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時
代
は
め
ぐ
り

鮮
や
か
に
よ
み
が
え
る

戦
国
の
大
多
喜
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台
湾
集
集
鎮
一
行
が
お
城
ま
つ
り
に
参
加

▲陳鎮長と飯島町長

▲陳鎮長は流暢な日本語であいさつ
　をされました

▲武者行列パレードに参加する陳鎮長

　

９
月
26
日
か
ら
27
日
の
間
、
台
湾
集
集
鎮

（
集
集
町
）
か
ら
陳
鎮
長
（
陳
町
長
）
他
２

名
が
大
多
喜
お
城
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
町
は
、
昨
年
10
月
に
い
す
み
鉄
道

が
台
湾
鉄
路
管
理
局
の
集
集
線
と
姉
妹
鉄
道

を
締
結
し
ま
し
た
が
、
地
元
自
治
体
と
し
て

も
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
本
年
７
月
に
飯
島

町
長
、
志
関
議
会
議
長
、
高
梨
国
際
交
流
協

会
長
が
台
湾
集
集
鎮
を
訪
問
し
た
こ
と
で
今

回
の
訪
町
が
実
現
を
し
ま
し
た
。

　

陳
鎮
長
一

行
は
、
９
月

25
日
に
成
田

空
港
へ
到
着

し
、
翌
26
日

大
原
駅
か
ら

い
す
み
鉄
道

に
乗
車
し
て

大
多
喜
駅
に

到
着
後
、
役
場
に
お
い
て
歓
迎
懇
談
会
を
開

催
し
、
飯
島
町
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
陳
鎮
長
か

ら
日
本
語
で
「
集

集
鎮
と
大
多
喜
町

は
、
観
光
政
策
や

鉄
道
な
ど
共
通
点

も
多
く
、
集
集
鎮

に
は
観
光
ス
ポ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
交
流
を

通
じ
て
い
ろ
い
ろ

な
分
野
で
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
多
喜
城
や
粟
又
の
滝
、

お
城
ま
つ
り
の
前
夜
祭
を
見
学
後
、
町
内
に

宿
泊
し
、
翌
日
の
お
城
ま
つ
り
は
、
甲
冑
に

身
を
包
み
馬
に
乗
っ
て
、
在
日
台
湾
人
関
係

者
や
台
湾
人
留
学
生
と
と
も
に
台
湾
隊
と
し

て
武
者
行
列
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
交
流
を
契
機
に
外
国
人
観

光
客
の
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
内
外

の
観
光
客
の
皆
様
に
喜
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
、
町
の

活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
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平成26年度　町の決算のお知らせ
　平成26年度一般会計及び特別会計4会計の決算概要をお知らせします。

一般会計

（★印は自主財源）

地 方 交 付 税 16億5,618万2千円（33.8%） 民 生 費 12億3,673万8千円（27.4%）

★ 町 税 11億3,550万6千円（23.2%） 総 務 費 8億753万7千円（17.9%）

国 県 支 出 金 6億2,150万6千円（12.7%） 教 育 費 5億439万7千円（11.1%）

各 種 交 付 金
譲 与 税 等 3億2,166万円（ 6.5%） 衛 生 費 4億9,229万8千円（10.9%）

町 債 3億1,050万円（ 6.3%） 公 債 費 4億7,389万5千円（10.5%）

★ 繰 越 金 2億9,729万円（ 6.1%） 土 木 費 3億1,413万3千円（ 6.9%）

★
分 担 金 及 び
負 担 金 1億6,835万2千円（ 3.4%） 消 防 費 2億8,124万6千円（ 6.2%）

★ 繰 入 金 1億566万6千円（ 2.1%） 農 林 水 産 業 費 2億3,966万9千円（ 5.3%）

★
使 用 料 及 び
手 数 料 9,087万3千円（ 1.9%） 議 会 費 8,069万4千円（ 1.8%）

★
そ の 他
（寄附金、諸収入、
   財産収入）

1億9,804万5千円（ 4.0%） そ の 他
（議会費、災害復旧費）

8,913万5千円（ 2.0%）

 49億558万円
（前年度比1.6％減）

 45億1,974万2千円
（前年度比3.6％減）

歳入 歳出

歳入の内訳 このような事業に使われました

・障害者福祉事業
・児童手当支給事業
・町道改良事業
・子ども医療対策事業
・有害鳥獣駆除対策事業
・町営住宅管理事業
・定住化対策住宅助成事業
・観光振興事業
・高齢者在宅生活支援事業

2億260万1千円
1億1,092万5千円
6,059万4千円
2,359万1千円
2,356万6千円
2,041万円

1,891万4千円
1,823万4千円
1,712万2千円
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鉄道経営対策事業基金 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険

歳　入 34万5千円 15億239万4千円 1億855万2千円 10億8,411万4千円

歳　出 34万5千円 14億2,371万2千円 1億780万9千円 10億1,982万7千円

町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― 15% 20%

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 20% 30%

実 質 公 債 費 比 率 6.5% 25% 35%

将 来 負 担 比 率 64.2% 350%

土　　　　地 2,337,277㎡

建　　　　物 61,273㎡

出資金・基金 30億3,058万円

問合せ　企画財政課　財政係
　　　　☎82―2112

特別会計４会計の決算は次のとおりです。

土地・建物などの財産の状況は次のとおりです。

土地…学校用地、庁舎用地、各町有施設用地、町有林等
建物…小中学校、庁舎、町営住宅、各町有施設等
基金…財政調整基金や各目的基金

財政健全化に関する指標

上記４指標とも早期健全化基準以下となり、健全段階にあります。

平成26年度企業会計決算のお知らせ
特別養護老人ホーム事業会計決算の認定 水道事業会計決算の認定
○収益的収支 ○収益的収支

収　入 2億8,226万6千円

支　出 2億9,270万5千円

差　引 △1,043万9千円

収　入 5億1,334万1千円

支　出 5億637万6千円

差　引 696万5千円

○資本的収支 ○資本的収支

収　入 0円

支　出 145万円

差　引 △145万円

収　入 1,086万9千円

支　出 1億3,544万円

差　引 △1億2,457万1千円

（損益勘定留保資金で補填） （損益勘定留保資金で補填）

経営健全化に関する指標 経営健全化に関する指標
○資金不足比率 ○資金不足比率

特別養護老人ホーム事業の数値 基　準

―％（0％未満） 20%

水道事業の数値 基　準

―％（0％未満） 20%

※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化団体
　となります。

※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化団体
　となります。
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福祉の
お知らせお知らせ

　

介
護
保
険
の
要
介
護
（
要
支

援
）
認
定
を
受
け
た
方
が
、
入

浴
や
排
せ
つ
な
ど
に
使
用
す
る

福
祉
用
具
を
購
入
し
た
費
用
や

手
す
り
の
取
り
付
け
、
段
差
の

解
消
な
ど
の
た
め
に
行
っ
た
住

宅
改
修
の
費
用
に
つ
い
て
、
現

在
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
費

用
の
全
額
を
業
者
に
支
払
い
、

そ
の
後
で
９
割
（
８
割
）
を
町

か
ら
お
返
し
す
る
償
還
払
い
で

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
以
降
の
申
請
分
か
ら

は
、
利
用
者
の
一
時
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
業
者
に
支
払
う

費
用
は
、
最
初
か
ら
１
割
（
２

割
）
だ
け
と
す
る
「
受
領
委
任
払

い
」
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

受
領
委
任
払
い
と
し
た
場

合
、
利
用
者
の
負
担
は
か
か
っ

た
費
用
の
１
割
（
２
割
）
と
な

　

町
で
は
、
在
宅
で
ね
た
き
り
の

状
態
に
あ
る
高
齢
者
や
独
居
の
高

齢
者
な
ど
が
使
用
す
る
寝
具
に
、

乾
燥
消
毒
車
を
派
遣
し
乾
燥
消
毒

を
行
う
こ
と
で
、
保
健
衛
生
と
在

宅
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

社
会

福
祉
係　

☎
82

－

２
１
６
８

もっと温もりのある毎日に

福祉の制度をご利用ください

始
め
ま
す
！
福
祉

用
具
購
入
費
・
住

宅
改
修
費
の「
受
領

委
任
払
い
」

り
、
残
額
は
町
が
業
者
に
直
接

支
払
い
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
よ
り
福
祉
用
具
の
購
入

や
住
宅
改
修
を
行
う
場
合
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
業
者
と

相
談
の
う
え
受
領
委
任
払
い
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

介
護

保
険
係　

☎
82

－

２
１
６
８

寝
具
乾
燥
消
毒
事

業
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

▲乾燥消毒車の様子
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町
で
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
老

衰
、
心
身
の
障
害
、
疾
病
等
の
理

由
に
よ
り
ね
た
き
り
の
方
が
い
る

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
緊
急
通
報

装
置
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
通
報
装
置
は
、
急
病
な
ど

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
付
期
間

は
12
月
1
日
ま
で
で
す
。
8
月
下

旬
に
申
請
書
が
送
ら
れ
た
方
（
27

年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な

い
方
で
、
住
民
税
に
お
い
て
課
税

者
の
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
方
、

生
活
保
護
受
給
者
で
な
い
方
）
で

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
付
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

社
会

福
祉
係　

☎
82

－

２
１
６
８

　

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
で
は
、
知
的

障
害
の
あ
る
方
が
利
用
で
き
る
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
勉
強
会
を
行

い
ま
す
。
療
育
手
帳
や
各
種
助
成
制

度
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
施
設
へ

の
通
所
・
入
所
、ヘ
ル
パ
ー
の
利
用

な
ど
）に
つ
い
て
健
康
福
祉
課
の
職

員
が
説
明
を
行
い
ま
す
。
会
員
以
外

の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
10
日（
火
）
午
後

1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30
分

ま
で

◆
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
多
喜
町
新
丁
１
６
３

◆
費
用　

無
料

◆
申
込
み　

電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
事
務
局

（
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係
）
☎

82

－

２
１
６
８
（
内
線
２
６
８
）

※
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
と
は
…
障
害
に

対
す
る
理
解
の
向
上
及
び
障
害
者
と

そ
の
家
族
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
会
で
す
。

緊
急
通
報
装
置
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

の
緊
急
時
に
機
器
本
体
の
緊
急
ボ

タ
ン
ま
た
は
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
送

信
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
、

情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
状
況
確
認
の

連
絡
を
し
、
救
急
車
の
手
配
、
親

族
な
ど
の
緊
急
連
絡
先
へ
の
連
絡

な
ど
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
時
の
対
応
以
外
に

も
「
健
康
上
の
相
談
対
応
」
や

「
毎
月
１
回
の
お
元
気
コ
ー
ル
」

を
行
い
、
日
常
生
活
へ
の
不
安

感
・
孤
立
感
解
消
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
従
来
の
緊
急
通

報
装
置
本
体
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
送

信
機
に
加
え
、
見
守
り
セ
ン
サ
ー

を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
守
り
セ
ン
サ
ー
は
、
急

病
な
ど
に
よ
り
本
体
お
よ
び
ペ
ン

ダ
ン
ト
型
送
信
機
の
緊
急
ボ
タ
ン

を
押
せ
な
い
と
き
、
既
定
の
時
間

セ
ン
サ
ー
の
検
知
回
数
が
少
な
い

と
き
な
ど
、
緊
急
通
報
装
置
本
体

か
ら
自
動
的
に
通
報
を
行
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

社
会

福
祉
係　

☎
82

－

２
１
６
８

機
器
本
体
／
写
真
左
上
、
ペ
ン
ダ
ン
ト

型
送
信
機
／
右
上
、
安
心
セ
ン
サ
ー
／

写
真
下

臨
時
福
祉
給
付
金

の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
？

障
害
福
祉
制
度
の

勉
強
会
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◆
日
時　

11
月
8
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら
12
時
ま
で

◆
会
場　

旧
総
元
小
学
校

◆
参
加
対
象　

大
多
喜
町
民

○
訓
練
想
定
お
よ
び
目
的

　

南
関
東
地
域
直
下
を
震
源
域
と

す
る
大
地
震
を
想
定
し
た
発
災
対

応
型
訓
練
を
行
う
も
の
と
し
、
地

域
住
民
が
一
体
と
な
り
実
践
的
な

防
災
訓
練
を
行
い
、
防
災
体
制
の

充
実
強
化
と
住
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
及
び
自
主
防
災
組
織
の
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

○
訓
練
内
容

・
情
報
伝
達
訓
練

・
住
民
避
難

・
安
否
確
認
訓
練

・
通
信
訓
練

・
情
報
収
集
訓
練

・
炊
出
し
訓
練

・
救
急
講
習　

な
ど

※
町
民
の
み
な
さ
ん
が
主
役
で
す
。

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

総
務
課　

消
防
防
災
係

　

☎
82

－

２
１
１
１

　

町
で
は
、
循
環
型
社
会
の

到
来
を
迎
え
ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
事
業
者
の
皆
さ

ま
に
は
、
ご
み
の
排
出
の
際

に
は
以
下
の
と
お
り
適
切
な

ご
み
出
し
に
な
お
一
層
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
各
家
庭
に
配
布
し
て
い

る
「
ご
み
の
正
し
い
出
し

方
」
に
も
と
づ
き
、
適
切

な
ご
み
出
し
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

○
可
燃
ご
み
に
お
い
て
、
近

頃
多
量
の
水
分
が
含
ま
れ

た
も
の
が
排
出
さ
れ
、
収

集
時
の
支
障
や
集
積
場
が

不
衛
生
な
状
況
が
見
ら
れ

ま
す
。
生
ご
み
は
、
十
分

に
水
分
を
切
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

大多喜町防災訓練を実施します

11月8日（日）

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に

　
　
　さ
ら
な
る
ご
協
力
を
！

○
資
源
化
可
能
な
廃
棄
物
は
各

品
目
ご
と
に
資
源
化
ル
ー
ト

を
通
じ
、
再
使
用
や
再
利
用

を
図
っ
て
い
ま
す
。
「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
よ
り

収
集
日
を
確
認
し
、
適
切
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
絶
え
ず
ご
み
の
減
量
に
意
識

を
も
ち
、
買
う
量
や
使
う
量

を
減
ら
し
た
り
、
再
び
資
源

と
し
て
生
か
す
こ
と
や
、
使

え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
う

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
ご

み
処
理
の
適
正
化
を
図
り
、
限

り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
美
し
い
町
づ
く
り
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

環
境
水
道
課　

環

境
セ
ン
タ
ー
係　

☎
83

－

０

３
３
１
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11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
、
動
物
に
よ
る
事
故
や

迷
惑
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
人
が
犬
に
咬
ま
れ
る
事
故
が
、
26

年
度
は
県
内
で
１
４
５
件
発
生
し

ま
し
た
。

・
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保
健

所
へ
届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬
が
狂

犬
病
の
疑
い
が
な
い
か
ど
う
か
獣

医
師
の
検
診
を
う
け
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

・
子
犬
の
時
か
ら
、
事
故
を
起
こ
さ

11
月
は
動
物
に
よ
る

危
害
防
止
対
策
強
化

月
間

な
い
よ
う
な
し
つ
け
、
飼
い
方

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
散
歩
は
犬
を
制
止
で

き
る
人
が
、
短
い
引
き
綱
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
犬
は
来
訪
者
の
届
か
な
い
場
所
に

つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
門
や

玄
関
か
ら
犬
が
飛
び
出
さ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
接
種
は
、
法
律
に
定
め
ら

れ
た
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

●
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

糞
尿
や
鳴
き
声
に
よ
る
被
害
を

防
止
で
き
、
感
染
症
や
交
通
事

故
等
の
危
険
か
ら
猫
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
犬
猫
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う

場
合
、
保
健
所
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
（
91
日
齢
未
満
の
犬
猫
を
除

く
）
。

●
一
部
の
サ
ル
、ヘ
ビ
な
ど
の
特
定
動

物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

保
健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

●
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す

ぐ
探
し
、
保
健
所
、
警
察
、
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
に
電
話
等
で
届
け

出
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
迷
子
札
を

つ
け
る
、
動
物
病
院
で
「
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
」
を
装
着
す
る
な
ど
し

て
、
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で

面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

な
い
事
情
で
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。
保
健
所
・
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
で
は
飼
い
主
探
し
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

●
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期

的
に
「
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
動
物
愛
護
や
し
つ
け
方
、
動

物
由
来
感
染
症
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
、
地
域
の
勉
強
会
に
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談

・
夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健

所
）　

☎
73

－

０
１
４
５

・
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー　

☎
０
４

７
６

－

93

－

５
７
１
１

・
役
場
環
境
水
道
課　

環
境
係　

☎

82

－

２
０
６
７

　町では老川、西畑、総元、大多
喜、上瀑地区に建立された戦没者慰
霊碑の巡拝を行います。これは年々
高齢化するご遺族のために、遠路ご
足労いただくことなく戦没者の追悼
と恒久平和を祈念するために大多喜
町遺族会のご協力のもと実施してい
るものです。
　今年度も下記のとおり慰霊巡拝を
挙行しますので、戦没者ご遺族の皆
様のご参加をお願いします。

◆開催日　11月20日（金）雨天決行
◆開催日程

老川地区慰霊碑参拝
（旧老川小学校校庭下）

9 : 20～9 : 40
｜

西畑地区慰霊碑参拝
（西小学校校庭脇）

9 : 50～10 : 10
｜

総元地区慰霊碑参拝
（部田徳性寺境内）

10 : 20～10 : 40
｜

大多喜地区慰霊碑参拝
（夷隅神社境内）
10 : 50～11 : 10

｜
上瀑地区慰霊碑参拝

（大宮神社下）
11 : 20～11 : 40

※当日は紺系統の平服で、白ワイシャ
ツまたは白い襟付きのシャツ（ブラ
ウス）、男性は黒ネクタイ着用でご
参加ください。

○問合せ　健康福祉課 社会福祉係
　　　　　☎82−2168

大多喜町戦没者慰霊巡拝の
お知らせ
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個人住民税の特別徴収を徹底します

あなたの笑顔が広報の表紙になります
笑顔の写メールを大募集

『自動車税の滞納は見逃しません！』
　千葉県は、自動車税の未納額の縮減のため、11月
から3月までを滞納整理強化期間とし、給与・預金・
自動車などの差押えを一層強化します。
　自動車税を納められていない方は、至急納付して
ください。　　　
問合せ
千葉県茂原県税事務所収税課　　  
TEL0475−22−1721
千葉県茂原県税事務所大多喜支所  
TEL0470−82−2214
千 葉 県 総 務 部 税 務 課　  　  
TEL043−223−2127

▲茂原県税事務所
差押え自動車の引揚げ例

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

税金は納期内に納めましょう
　11月は、国民健康保険税第5期の納付月です。
11月30日（月）期限内の納付をお願いします。
　納税は便利な口座振替をご利用ください。申
込手続は、ご希望の町内金融機関、郵便局の窓
口で行うことができます。納付書により納付さ
れる方は、役場、金融機関、郵便局、コンビニ
エンスストアでの納税をお願いします。

※納税が困難な方は、開庁日の午前8時30分から
午後5時までにご相談ください。

問合せ　税務住民課　収納対策係　☎82−2122

平成28年度から
　千葉県内すべての市町村は平成28年度から、法
令遵守や納税者の税負担の公平性確保、利便性向
上のため、個人住民税の特別徴収を徹底しますの
で、給与支払者の皆さんは従業員への周知や特別
徴収実施への準備をお願いします。

特別徴収とは
　所得税の源泉徴収と同じように、給与支払者が
毎月従業員などに支払う給与から個人住民税を天
引きし、従業員に代わり市町村に納入する制度で
す。原則として、アルバイト、パート、役員を含
む全ての従業員が対象となります。

　広報１月号（12月24日発行）の
表紙を、みなさんの笑顔の写真で
いっぱいにします。メールで笑顔の
写真を送信してください。たくさん
のご応募をお待ちしています。

※特別徴収の例外
従業員が下記に該当する場合や従業員数が2人以
下の事業所などは、普通徴収切替理由書を給与支
払報告書と併せて町に提出することで、特別徴収
によらないことが認められる場合があります。

　　・毎月の給与が少なく特別徴収できない場合
　　・給与支払が不定期で毎月支払われていない場合
　　・他の事業所などで特別徴収されている場合 など
問合せ
　具体的な手続きについて　税務住民課  ☎82-2122
　特別徴収の制度について　
　　千葉県税務課　　☎043-223-3098
　　千葉県市町村課　☎043-223-2133

締切り　11月25日（水）
対　象　町内に住所を有する方。
　　　　年齢および性別は問いません。
応募方法
　撮影した写真を添付して、次のことをメールに記載
してください。

①投稿者の氏名、住所、電話番号
②被写体の氏名、住所、電話番号
③写真についてのコメント、説明

写真規定
・被写体のご了承を得た上でご応募ください。
・１枚につき被写体は１人にしてください。
・特殊加工（白黒や文字の挿入）した写真は掲載でき

ませんのでご遠慮ください。
・写真内に各種ロゴが入る場合や、サイズ調整でトリミング

を行う場合があります。（写真は縦で掲載します。）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

▶
イ
メ
ー
ジ（
広
報
き
ほ
う
）

・写真サイズは３MB以下にしてください。
注意事項
・町ホームページに、広報おおたきの電子データ（PDF形

式）が掲載されますのでご了承ください。
・携帯で写真を送付できない場合は、写真のデータを

役場までご持参ください。ファックスでの申込みは
不可とします。

・掲載時の写真の配置や大きさなどは、全てこちらに
委任させていただきます。

・応募者が多数の場合は、裏表紙に掲載することがあ
ります。

・掲載に不適切であると疑われる写真に関しては掲載で
きない場合がありますのでご了承ください。

・この募集において取得した個人情報は本目的以外に
は使用しません。

・応募にかかる費用は応募者の負担とします。
・応募した写真は、町発行の刊行物や、ホームページ、

フェイスブックなどの媒体で掲載させていただく場合が
あります。その際は別途ご連絡いたします。

送付先　総務課　文書広報係　☎82-2111
　　　　soumu2@town.otaki.lg.jp
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11
月
９
日
㈪
か
ら
11
月
15
日
㈰
ま
で
「
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

中
で
も
焚
き
火
の
拡
大
や
、
タ
バ
コ
か
ら
の
出

火
事
例
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
本
部
で
は
、
火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
作
成
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

住
宅
防
火　

　
　
　
　

い
の
ち
を
守
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

― 

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策 

―

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
寝
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用

消
火
器
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

（平成27年8月28日開会）

※内容についての問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎０４７０−８６−６６００

平成27年第２回夷隅郡市広域市町村圏
事務組合議会定例会議決結果

インフルエンザの予防接種を受けましょう
　大多喜町では65歳以上の方、また60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓、若しくは呼吸器の機能又は
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害をお持ちの方（身体障害者障害程度等級１級の方）へ、
インフルエンザの予防接種の接種費用助成を行っています。接種費用の助成期間は10月～12月末までと
なります。接種がお済みになられていない方は、早めに接種をお受けください。
　なお、インフルエンザワクチン単価の値上げに伴い、昨年と比較し、個人負担金が増える可能性があ
ります。詳しくは各医療機関までお問合せください。
問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82−2168

議案番号 件　　　　　名 採決結果

議案第８号
平成27年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計補正予算（第１号）について

可決歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ430千円増額し、予算総額を
2,333,681千円にしました。

議案第９号
平成26年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算認定について

認定平成26年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算（歳入
1,977,748,679円、歳出1,887,241,573円）を認定しました。

議案第10号

平成26年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合外房線複線化事業特別会計歳入歳出
決算認定について

認定
平成26年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合外房線複線化事業特別会計歳入歳出
決算（歳入173,997,820円、歳出173,996,846円）を認定しました。

議案第11号
財産の取得について

可決岬分署に更新配備する高規格救急自動車を、千葉日産自動車株式会社から購入
することにしました。

全
国
統
一
防
火
標
語

「
無
防
備
な

　心
に
火
災
が

　
　
　

　
　
　
　
　
　

      

か
く
れ
ん
ぼ
」
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　9月16日（水）、小田代地先の水田で、みつ
ば保育園とつぐみの森保育園の園児たちによる
稲刈りが行われました。大切に育ててきた稲
を、鎌でおそるおそる刈り取りました。園児た
ちは、慣れてくると「面白かった」と笑顔で話
していました。
　収穫祭では、この日にとれたお米でおにぎり
を作りました。

　9月30日（水）、秋の全国交通安全運動キャ
ンペーンが開催され、船子交差点付近で、信号
待ちのドライバーに交通安全を呼びかけまし
た。参加した三育学院大学の学生も、笑顔で啓
発物を配布しました。

　塩田家住宅は、明治34年建築の本町には数少な
い茅葺屋根の家屋で、屋号を「中野屋」と称し、現
在は貸別荘として活用されています。
　また、大多喜町役場中庁舎は、昭和34年に完成
し、数々の建築関係の賞を受賞しており、平成25
年ユネスコアジア太平洋遺産賞功労賞も受賞してい
る建物です。
 町内には、このたびの2件の登録により国登録有形
文化財は11件となりました。

　9月19日（土）、長崎県佐世保市において平成27
年自然公園関係環境大臣表彰式が行われ蓑輪顕寿氏
（筒森）が受賞されました。
　氏は南房総国定公園において、定期的に見回りを
行い、観光客へゴミの持ち帰りや事故防止の呼びか
けを行うなど、自然公園の保護等に尽力してきたそ
の功績が認められたものです。

蓑輪顕寿さん
自然公園関係功労者環境大臣表彰を受賞

小土呂塩田家住宅と大多喜町役場中庁舎が
国の登録有形文化財に登録 おいしいお米がとれたよ

ふぉっと
ニュース

秋の全国交通安全運動キャンペーン

　▶
プ
レ
ー
ト
を
伝
達
さ
れ
た
塩
田
さ
ん
（
左
）
と

　飯
島
町
長
（
右
）
（
写
真
上
）
、

　小
土
呂
塩
田
家
住
宅
（
写
真
下
）

うまく刈れたよ

船子交差点蓑輪さん
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▶
プ
レ
ー
ト
を
伝
達
さ
れ
た
塩
田
さ
ん
（
左
）
と

　飯
島
町
長
（
右
）
（
写
真
上
）
、

　小
土
呂
塩
田
家
住
宅
（
写
真
下
）

　図書館では毎月第３日曜日、午前１０時３０分から絵本の読み聞かせ（読み手：読夢の会）によるおはな
し会と午後２時からえいが会を開催しています。毎月楽しい内容になっていますので是非ご参加ください。
　９月のおはなし会の工作では、みんなでかっこ良いロボットを作りました。
　みんなでつくったロボットは図書館に展示しています。

おはなし会とえいが会
大多喜図書館天賞文庫ズ

ーム
イン！

ぶらり大多喜町  大多喜町にこの人あり

写真／左から３番目
酒井  しのぶさん（小土呂）

「地域に貢献できる、
　　  地域色の強い会社でいたいです」

夫婦で歩むハチミツ作り

　大多喜ハーブガーデン営業部長の酒井さん。地域の
つながりやにぎわいが大好きで、積極的に地域交流が
生まれる企画を実施し、人気を集めています。
　酒井さんが長年手がける、毎月第三日曜日のあつま
んべ市と第一日曜日のベジマルシェには、町内外から
多くの出店者が集まり、地域の人が作った安心安全な
農産物を販売できる環境を整えるだけでなく、みんな
のにぎわいにつながる仕組みになっています。
　「地域に貢献したいとずっと思い続けています。ここが地
元のおじいちゃん、おばあちゃんやみんなが集えるコミュニ
ティーの場になってほしい。気軽にランチを食べに来てくだ
さい」と、地域の活性化のために奮闘しています。

　「蜂蜜の瓶に貼るラベルには、『養老渓谷の』と書
いて町を宣伝しているんですよ」と話す奥さんと、夫
婦で手間と想いを込めて蜂蜜を生産する朝生さん。
「蜂には毎日刺されますがこれも宿命です」と語る朝
生さんの蜂蜜は、自然豊かな里山の風味が広がり、蜜
のありのままの味が引き立つ自慢の逸品。貴重な天然
蜂蜜は出荷の数に限りがあり、入荷待ちの状態になる
ことがありますが、「欲を出さずに今くらいがちょう
どいいです」と話す自然体な姿がありました。朝生　章さん（庄司）

（15） 平成27年11月24日広報 おおたき  No.566



( 保健事業予定表 )

11月〜12月

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談
11/4

☆9:30～11:00

保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成26年10月、平成
27年3月、6月生まれの方には個別に通知します）

12/2 乳幼児とその保護者（対象月の平成26年11月、平成
27年4月、7月生まれの方には個別に通知します）

1歳6か月児健診
12/17

☆13:15～13:30 平成26年5月生まれの方

3歳児健診 ☆13:30～13:45 平成24年5月生まれの方

おひさまキッズ（集団） 11/27
13:30～15:30 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者

おひさまキッズ（個別のみ） 12/25

赤ちゃん計測会 11/19 10:00～11:30 生後１～２か月のお子さんとその家族（対象者の
方には個別に通知します）

離乳食教室 12/9 10:00～11:30 乳幼児（平成27年5月、6月生まれ）とその保護者

ベビーダンス教室 12/4 ☆9:30～10:00 つぐみの森保育園 首のすわった生後3か月～よちよち歩きの赤ちゃ
んと保護者の方

ベビーマッサージ教室 12/8 ☆9:30～10:00 みつば保育園 生後1か月～ハイハイ前の赤ちゃんと保護者の方

☆子どもの事業☆

☆高齢者の事業☆

行事名 日時　☆受付時間　 実施・場所 対　象　者

特定保健指導
運動教室 11/18 ☆ 10:00

10:30～12:00 保健センター 国民健康保険に加入されている方

老川地区けんこう講座

11/9
10:00～12:00 葛藤農村協同館

老川地区の方
13:30～15:30 大田代改善センター

11/17
10:00～12:00 小田代区民館

13:30～15:30 筒森もみじ館

栄養教室
11/12

9:30～13:00 中央公民館 ※事前に申し込まれている方
12/10

おおたきウォーク♪
11/30

☆10:00
基幹集落センター ウォーキングを行ないたい方（5～6Km程度歩き

ます）※雨天中止
※11/30は1日(午前・午後)実施予定です。詳細
は17ページをご覧ください。12/21 大多喜県民の森

健幸倶楽部 毎週火曜日 10:00～11:30
13:30～15:00 保健センター

健康づくり教室に参加されていた方で事前に申し
込まれている方

さわやかフィットネス 毎週月曜日 10:00～11:30 ※事前に申し込まれている方

男塾 11/27までの
毎週金曜日 10:00～11:30 B&G海洋センター ※事前に申し込まれている方

リズムウォーキング教室 毎週水曜日 14:00～15:00 B&G海洋センター 健康づくりに興味のある方

行事名 日　時　 場　所 対　象　者

からだいきいき塾
11/13・26

10:00～11:30 老人福祉センター 事前に申し込まれている方
12/11・18

大人の脳トレ教室 11/5・12・
19・26 14:00～15:45 老人福祉センター 事前に申し込まれている方

☆大人の事業☆

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  
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　町では下記のとおり男性のための少人数制の運動教室を実施します。
　筋力や筋量はどの年齢においても鍛えることで効果が得られることがわかっており、健康を助ける運
動の中でもとくに筋力づくり運動はとても重要となっています。

　１１月のおおたきウォーク♪は下記のとおり実施します。
　養老渓谷の美しい紅葉を見ながら粟又の滝までを歩きます。また、歩いた後のヘルスメイトによる美
味しいお汁粉は疲れを癒してくれます。申込みは不要です。ぜひご参加ください。
《実施日》11月30日（月）※雨天中止　当日9時に実施の有無を決定します。
　　　　　防災無線でのお知らせはいたしませんので、不明な場合は下記にお問い合わせください。
《集合時間・場所》　
　10時　老川基幹集落センター（老川出張所）集合
《行　程》老川基幹集落センター～粟又の滝までの往復約９ｋｍを歩きます。
　　　　　粟又の滝付近で昼食をとります。解散は１５時を予定しています。
《持ち物》お弁当、飲み物、敷物
《その他》今回のコースは坂が多く、距離が長めになります。
　　　　　不安のある場合は、担当までお問い合わせ下さい。

※実施時間は2時間程度を予定しています。
《内　容》□中嶋医師による高齢者の健康づくりに関するお話
　　　　　□楽しく体操・レクリエーション　
　　　　　□上手に食べて元気アップ！をテーマにお話と試食
《持ち物》水分補給のための飲みもの（甘くないもの）

《男塾、おおたきウォーク、老川地区けんこう講座のお問合せ》
　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線264）

＜実施日時・会場＞　

　下記のとおり老川地区の各集会所にてけんこう講座を実施します。多くの方のご参加お待ちしてい
ます。

～男性のための運動教室～「男塾」参加者募集のお知らせ

「おおたきウォーク♪～1日老川ウォーク～」実施のお知らせ

「老川地区けんこう講座」実施のお知らせ

日にち 開始時間 集合場所 日にち 開始時間 集合場所

11月9日（月） 10時 葛藤農村協同館 11月27日（火） 10時 小田代区民館
13時30分 大田代改善センター 14時30分 筒森もみじ館

《対象者》７５歳未満の男性の方
《内　容》体力測定結果や参加者ご本人の希望を取り入れながら、個別の運動プログラムを作成します。
　　　　　運動プログラムはトレーニングマシン等を使用した筋力づくり運動や有酸素運動等になります。
　　　　　※初回は体力測定を行います。
《実施日》１月６日から３月２３日までの３か月間　　毎週水曜日
《時　間》１９時００分から２０時３０分まで
《場　所》大多喜町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館及びトレーニングルーム
《参加費》１,５００円（３か月で）　
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⑳

大多喜町地域包括支援センターだより　●100

11月11日は「介護の日」です。
　高齢化などにより介護が必要な方々が増加している一方、介護にまつわる課題は多様化してい
ます。こうした中、厚生労働省では、多くの方々に介護を身近なものとして捉えていただくとと
もに、それぞれの立場で介護を考え認識を深めていただきたいとし、介護に対する啓発を重点的
に実施する日として、１１月１１日を介護の日と定めました。

　みなさんは「介護」について考えたことはありますか？
 「介護」とは自分で体を動かしたり、判断したりすることが困難なお年寄りや障害のある人な
どに、食事や入浴、排泄、着替えなど日常生活の世話や手伝いをすることです。現在、介護をし
ていない人、または必要としていない人も、いつか突然、家族の介護をする立場になったり、介
護を受ける立場になることも考えられます。介護はだれにとっても身近なものです。ぜひ、この
機会にそれぞれの立場で「介護」について考えてみませんか？

  大多喜町の状況　　★平成２７年８月末現在★
　・人口　9.834人
　・６５歳以上人口　3.654人
　・要介護（要支援）認定者数　624人（要支援認定者数  117人　 要介護認定者数  507人）
　・高齢化率　37％

　地域包括支援センターでは、高齢者の皆さんが、住み慣れた居宅、地域で暮らし続けられるよ
う、さまざまな相談に応じています。介護、福祉、医療に関することなど、どこに相談していい
かわからない場合、まずは地域包括支援センターにご連絡ください。

○問合せ　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）☎８２－２１６８（内線２６７）

「赤ちゃんの泣き」に困っていませんか？
 「赤ちゃんが泣くのは当たり前」とわかっていても原因がわからないと不安になりますよね。
　赤ちゃんの気持ちが成長するに従って、甘え泣きや自分の欲求が上手く通らないときの
イライラ泣き等が始まってきます。

≪赤ちゃんが泣いたら？≫
◎「どうしたのかな？」と思い当たることを考えてみる。
　熱？お腹がすいた？げっぷがでない？おしっこ？うんち？寒い？暑い？

それでも、泣き止まない時、原因が見当たらない時は…
≪こんな方法を試してみて！！≫
◎お母さんのお腹にいた時のように丸く包み込んで抱っこして、ゆったりゆする。
◎唇や舌を使ってぶるぶる～、コンコン等、音を出してみる。
　レジ袋をこすり合わせた音も効果的です。（お母さんのお腹の中にいた時に聞いた音に似ていると言

われています）
◎散歩に出て外の空気を吸い、気分転換をする。

　生後２，３カ月頃～数カ月が泣きのピークです。どんなに頑張っても泣き止まないことがあります
が、お父さん、お母さんのせいではありません！！健やかに育っている証しです。

　親子のリフレッシュに大多喜町の子育て支援センター、ひだまり、あおぞらも活用ください。毎日楽
しい内容を企画し、皆さまのお越しをお待ちしています。

○問合せ
　つぐみの森保育園　☎83－1411　みつば保育園　☎82－5530　子育て支援課　☎82－2152
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「 柔道世界チャンピオン 」
　ぼくの夢は、柔道で世界チャンピオンに
なることです。まずは、中学三年生でお父
さんをたおしたいです。高校生でインター
ハイ一位、そしてオリンピックで金メダル
をとりたいです。

「 配達会社の事務員 」
　わたしの夢は配達会社の事務員になるこ
とです。なりたい理由は、お父さんが荷物
を運んでいるのを見てかっこいいなと思っ
たからです。そんなお父さんのそばで働き
たいです。

さん井桁　飛
つばさ

翔
大多喜小学校
５年１組

さん井上　歩
あゆみ

美
大多喜小学校
５年２組

おめでとう11月生まれ ●誕生日の思い出に（3歳までのお子さん）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までに御連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

福嶋　千
ち

晃
あき

ちゃん【２歳】
（筒森）（岳夫さん・梨絵さんの二男）

（ママからの一言）
とても活発でやんちゃ！
いつもハラハラさせられるけど、そこが
１番の魅力だよ♡
いつまでも兄弟仲良くね！

平成27年度企画展
「甲冑とその時代」

千葉県立中央博物館大多喜城分館

◆会期　10 月 23 日（金）から12 月 6 日（日）まで
◆内容　平安時代中期以降に形作られた大鎧、中

世の胴丸・腹巻、戦国時代以降に普及した当世
具足などの甲冑の変遷をその時代背景ととも
に紹介します。

◆主な資料　赤糸威大鎧（複製）・色々威腹巻大
袖付（重要文化財）・その他小札などの甲冑関
連資料

◆関連事業　講演会：１１月８日（日）「当世具足の
出現」

問合せ　大多喜城分館　☎ 82 － 3007
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≪大多喜町ふるさとづくり寄附
金（9月分）≫
・申込件数　946件
・申込金額　59,844,000円
・なお、ホームページには寄附を公表

してもよいという方の氏名を掲載し
ています。こちらもご覧ください。

≪平成27年台風18号等大雨災害
義援金≫
鈴木　政雄 様（押沼） 30,000円
鈴木　　茂 様（押沼） 10,000円
渡邉　健二 様（百鉾） 10,000円
匿名　1件 30,000円

≪東日本大震災義援金≫
コレット商事(有)
取締役 岩瀬秀子 お客様228名　様

善意の心を
ありがとうございます

狩猟期間が始まります

勝浦いすみ青年会議所
スマイルプロジェクト

千葉県生涯大学校
外房学園祭開催について

危険物取扱者試験受験者
模擬試験（乙種第4類）

公共交通アンケートを受けられた皆様へ
（お詫び）

平成27年度犯罪被害者週間
「千葉県民のつどい」

茂原駅南口公共駐車場が
24時間最大料金を設定・定期料金値下げ

　狩猟期間は11月15日～2月15
日までです。
　狩猟者はマナーを守り、安全
な狩猟に努め、山林に入る方
は、目立つ服装や、ラジオを携
帯するなど、事故防止にご協力
をお願いします。
問合せ　夷隅地域振興事務所地

域環境保全課　☎82－2451

日時　11月21日（土）9時から
16時30分まで

場所　勝浦市芸術文化交流セン
ター（キュステ）

内容　宇宙博覧会、熱気球搭乗
体験、昔ながらの遊びコー
ナー、地域グルメフードなど

問合せ　スマプロ実行委員長 関
裕仁　☎090－2720－9495

日時　11月21日（土）午前10
時から午後4時まで、11月22
日（日）午前10時から午後3
時まで

内容　園芸品、陶芸品の販売、
南京たますだれなど

問合せ　外房学園茂原校舎　茂
原市本小轡319－1　☎0475
－25－8228

日程　11月14日（土）
受付時間　午前9時から午前9時

25分［当日受付］

　過日、大多喜町から町内にお住
まいの15歳以上の方の中から無作
為に抽出した２，０００名の方に
公共交通に関するアンケートを発
送させていただきました。
　その際にお受け取りになられる
方のお名前に敬称が無い宛名で
送ってしまい大変申し訳ございま
せんでした。
　お受け取りになられた方に大変
御不快な思いをさせてしまい深く
お詫び申し上げます。
大多喜町地域公共交通活性化協議会
事務局　役場企画財政課
　　　　☎82－2112

　犯罪被害者の実情や被害者支
援の重要性について考えるた
め、基調講演等を次のとおり開
催します。
日時　11月15日（日）午後1時

から午後4時まで
場所　千葉市生涯学習センター
主催　千葉県・（公社）千葉犯

罪被害者支援センター
参加費　無料
内容　基調講演（認定特定非営

利活動法人全国被害者支援
ネットワーク理事長　平井紀
夫氏）、朗読～被害者の声を
聴く～（千葉朗読サークル
「風」）、音楽会（植草学園
大学附属高等学校吹奏楽部）

締切り　11月10日（火）定員
になり次第締切り

申 込 み ・ 問 合 せ　千葉県環境
生活部生活安全課　☎043
（223）2333

　11月1日から、茂原市では、
通勤、通学や出張、旅行などで
ＪＲ茂原駅や高速バスを利用す
る皆さんの利便性の向上のた
め、駐車料金が入庫から24時
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月、経営の専門家である中小企
業診断士をお招きして、創業や
事業承継、日々のご商売のこと
など様々な経営相談を行いま
す。外部の専門家から客観的
な意見をいただけますので、新
たな切り口として今後の商売に
活かせます。相談は無料ですの
で、ぜひご利用ください。
開 催 日 　11月24日（火）、12

月25日（金）、28年1月25日
（月）、2月22日（月）

　※相談時間は午前10時から午
後4時まで

場所　大多喜町商工会館
そ の 他　相談は事前予約制で

す。商工会へ電話にてご予約
ください。

問合せ　商工会　☎82－2538

間までは、最大800円にしまし
た。また、定期料金については
12,000円に値下げしました。
※定期駐車券・回数券などの販
売は茂原市役所８階 都市計画課
にて取り扱っています。
問合せ　茂原市役所都市計画課

（８階）☎0475－20－1546

講習時間　午前9時30分から午
後5時まで

会場　いすみ市大原文化センター
受講料　1,000円［当日受付時

に徴収］
持参品　危険物取扱者必携法令

編・実務編・問題集(平成27
年度版)、筆記具

問合せ　夷隅郡市防火安全協会
夷隅郡市広域市町村圏事務組
合消防本部予防課予防係

　☎80－0132
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社会福祉協議会
事務局員（臨時）募集

第31回大多喜町
Ｂ＆Ｇ親善バレーボール大会

参加チーム募集！！

11月県民の森行事予定

青年サークル募集について

商売繁盛相談窓口のご案内

いすみ鉄道
夜行列車の運行について

「養老渓谷芸術祭」
ボランティアスタッフ大募集

「パンづくり教室」
町民カレッジ参加者募集

　大多喜町社会福祉協議会で
は、27年12月1日付け採用予定
の事務局員（臨時）を次のとお
り募集します。
業務内容　事務処理、地域団体

との連絡調整など
対象　福祉活動に意欲のある健

康で明るい65歳未満の者
募集人員　若干名
申 込 み 　履歴書（様式指定な

し、写真添付）を提出
受付期間　10月26日（月）か

ら11月13日（金）まで　
※職員への登用あり
問合せ　大多喜町社会福祉協議

会　☎82－4969

日時　11月8日（日）午前8時
30分から

場所　大多喜町Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター体育館

参加資格　町内に在住または在
勤し、既婚女性で編成された
チームとする。

　なお、未婚者は、27年11月8
日現在30歳以上の者に限り、
参加を認める。

締切り　10月25日（日）までに
所定の用紙に記入し申し込
む。

申込み・問合せ　Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター　☎82－2462

『竹の作品展』
日時　11月21日（土）から12

月5日（土）まで　午前9時か
ら午後4時まで

実施内容　千葉県内にて伝統的
な竹細工を手掛ける著名な
方々の作品を展示する。

展示場所　県民の森研修館（見学無料）
問合せ　大多喜県民の森管理事

務所　☎82－3110

　中央公民館では「青年サーク
ル」の会員を募集します。
　様々な活動をとおして仲間づ
くり、友達づくりを目的とした
社会人のためのサークルです。
　18歳から40歳までの独身の
方であれば男女問わずどなたで
も入会できます。
　27年度の事業としては「冬
の信州路を楽しむ」ということ
で、スキーに行く予定ですので
お気軽に参加されますようお待
ちしております。

　お申込みは随
時受け付けてお
りますので、興
味のある方はお
気軽にお申込み
ください。
問合せ　中央公
民 館 　 ☎ 8 2 －
3188

　大多喜町商工会では、商売繁
盛相談窓口を開設しました。毎

　いすみ鉄道では、イベント列車
として夜行列車を運行します。
日時　11月22日（日）夜から11月23

日（月・祝）朝まで（イベント貸切
夜行列車・予約が必要です。）

　　当日は普段いすみ鉄道の走っ
ていない深夜時間帯にも列車が
走行しますので、ご迷惑をおか
けいたしますがご理解とご協力
をお願いいたします。

　　また、踏切などの通行の際にも
列車には十分ご注意ください。

問合せ　いすみ鉄道株式会社
　☎82－2161

　旧老川小学校を活用し「養老渓
谷芸術祭」を開催します。お手伝い
して頂ける方を募集しています。
日 程　11月14日（土）15日

（日）の2日間
問合せ 「楽しいふるさと創る会」

080－2677－4649　小泉まで

日時　11月28日（土）午前10
時から

場所　中央公民館　調理実習室
講師　役場健康福祉課　　　　

金坂直子　管理栄養士
対象　町内在住・在勤の方
募集定員　16名
参加費　1人500円（材料費）
申込み・問合せ　中央公民館　

☎82－3188

買い物弱者支援事業
日々の買い物にお困りの方々へ
訪問解決サービス始めました
電話１本でお伺いします

82-2727
宇 野 沢 楽 只 堂

船子２９７
ら く 　 し 　 どう
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2日・9日・16日・
24日・27日（図書整
理日）・30日　※祝日
を開館します

町立図書館
天賞文庫だより
☎82−2459

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です

夏美のホタル 
森沢　明夫　著 

　山奥にひっそりとたたずむ、よ
ろず屋「たけ屋」。偶然立ち寄っ
た慎吾と夏美は、そこで地蔵じい
さんとヤスばあちゃんの親子と出
会い、夏休みの間、離れを借りて
生活することになるが…。切なく
てあたたかい、心の故郷の物語。

・なりたい 畠中　恵　著
・あの家に暮らす四人の女　

　　　三浦　しをん　著
・連鶴  梶　よう子　著 
・流  東山　彰良　著
・スクラップ・アンド・ビルド

羽田　圭介　著

おはなし会 ▶11月15日（日）午前10時30分から　大多喜図書館
え い が 会 ▶11月15日（日）午後２時から　　  　大多喜図書館

11月の休館日

道
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の
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画
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　控除の対象となるのは、平成27年1月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分
や追納された保険料も含まれます。また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族の負担す
べき国民年金保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　平成27年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11月上旬に日本年
金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際に
は必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（10月1日から12月31日までの間に、今年は
じめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の2月上旬に送られます。）

○問合せ　ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル　0570−058−555（ナビダイヤル）
　　　　　自動音声案内にしたがって「3」を押してください。
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1 日 町民剣道大会　8：30～　Ｂ＆Ｇ体育館

2 月 心配ごと相談（日常生活上の相談）　9：00～12：00　福祉センター （可燃）

3 火 文化の日　図書リサイクル　１０：００～　図書館
第３１回大多喜町文化祭　9：30～　中央公民館

4 水 リズムウォーキング教室　14：00～　Ｂ＆Ｇ体育館 （可燃）

5 木 （ペット）

6 金 （可燃）

7 土

8 日 防災訓練　9：00～　旧総元小
第３１回Ｂ＆Ｇ親善バレーボール大会　9：00～　Ｂ＆Ｇ体育館 （休日受付）

9 月 （可燃）

10 火 出前保育　10：00～　上瀑ふれあいセンター （ペット）

11 水 リズムウォーキング教室　14：00～　Ｂ＆Ｇ体育館 （可燃）

12 木 ひまわり会　農村コミュニティセンター （缶類）

13 金 （可燃）

14 土
ＪＲ・いすみ鉄道共同開催駅からハイキング11／14～12／6、デンタ
ルサポート大多喜駅
ジュニアスポーツクラブ、キンボール教室　9：00～　Ｂ＆Ｇ体育館

15 日 おはなし会　１０：３０～　えいが会　１４：００～　図書館

16 月 心配ごと相談（結婚相談・人権相談・行政相談・年金相談・労災、雇用
保険相談）10：00～15：00　福祉センター （可燃）

17 火 出前保育　10：00～　味の研修館 （不燃）

18 水 リズムウォーキング教室　14：00～　Ｂ＆Ｇ体育館 （可燃）

19 木 （びん）

20 金 ぬくもり給食会　11：30～　福祉センター （可燃）

21 土

22 日 子ども習字教室　10：00～　中央公民館

23 月
勤労感謝の日
養老渓谷紅葉まつり
ＪＲ・小湊鉄道共同開催駅からハイキング、上総中野駅
夷隅郡壮年野球大会　8：30～　御宿町Ｂ＆Ｇ海洋センター

24 火 トットくらぶ　9：30～　みつば保育園・つぐみの森保育園
農業委員会　14：00～　大会議室 （ペット）

25 水 リズムウォーキング教室　14：00～　Ｂ＆Ｇ体育館
おもいやりの会　総元地区 （可燃）

26 木 （紙類・衣類）

27 金 （可燃）

28 土 町民カレッジ「パンづくり教室」　10：00～　中央公民館
ジュニアスポーツクラブ、キンボール教室　9：00～　Ｂ＆Ｇ体育館

29 日 千葉県Ｂ＆Ｇ海洋センターバレーボール大会　9：00～　Ｂ＆Ｇ体育館 （農機具受付）

30 月 心配ごと相談（日常生活上の相談）　9：00～12：00　福祉センター （可燃）

11月 霜月
November

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》

夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０−０１１９

◇当番医の紹介◇

慶　弔 (9月届 )

転出入 (9月届 )

交通事故発生状況

人口と世帯
平成 27 年１０月 1 日現在

人　口 9,752 人 （－30）
男 4,769 人 （－12）
女 4,983 人 （－18）

世帯数 3,871 世帯 （－4）
（　）は、前月比

発生件数 ２件（27）
死 者 数 ０人（ 0）
傷 者 数 ５人（38）

　

出　生 　３人
死　亡 １２人

転　入 　９人
転　出 ３０人

火災件数 １件（ 7）
救急件数 48 件（390）

内訳
9 件（ 34）

21 件（203）
 18 件（153）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119 (9月中 )

９月中（人身事故件数）

（　）は、1 月からの累計

（　）は、1 月からの累計

刑法犯認知件数（８月末）
４７件（前年同期比　－７件）

県内５４市町村中少ない順で
ベスト６位
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【ふくろうのランプシェード】
大多喜町陶芸クラブ

佐久間　紀子さん（久我原）

【色づく秋】
大多喜写真同好会

大久保　幸雄さん（三又）

浅野　岩松　さん

佐藤　正　さん

齋藤　富惠　さん小髙　すぎ　さん

長田　と 　さん市川　 め　さん

満１００歳のお祝い

　老人の日の記念事業として、毎年、満百歳を迎えられる方には、内閣総理大臣
から祝状及び記念品が贈呈されます。大多喜町では今年６名の方へ9月28日、夷
隅健康福祉センター長から祝状及び記念品（銀杯）を、また飯島町長からは祝金及
び祝品を贈り、長寿のお祝いをしました。
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